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東陽町センターで開催した「ミニ平和博物館」から

スタートしたひがしクラブの平和事業。「あの悲惨な東

京大空襲の出来事を語り継ぐために、江東区内にある

戦災慰霊碑を巡るピースウォークを開催する」この願

いで、1994 年第 1 回ピースウォークを行った。戦争の

恐ろしさ、悲惨さ、虚しさを感じこの出来事を語り継

ぐために毎年 3 月にこの慰霊碑巡りを主催している。 

第 23 回ピースウォークは 3 月 12 日（日）、午前 9 時

集合場所の冨岡八幡宮大鳥居前に、事前申込と当日申

込者合せ 55 名の参加者が集まった。9 時 30 分、三グ

ループに分け冨岡八幡宮をスタート。木場筏組合によ

って建立された永代寺観音像、ビルの片隅に佇む門仲

一丁目慰霊碑、隅田川に近い通称相撲寺の萬徳院石碑、

千本桜で有名な大横川に架かる橋詰めにある越中島橋

慰霊碑と黒船橋慰霊碑、古石場町川親水公園を散策し

小津監督由来の小津橋を潜り平久橋慰霊碑を巡り洲﨑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

THE Y’S MEN’S CLUB OF 

TOKYO HIGASHI 
CHARTERED 1988 

〒135-0016 江東区東陽 2-2-20 東京 YMCA 東陽町センター内  ℡ 03-3615-5568 

国際会長：Joan Wilson(カナダ) 主題:「私たちの未来は、今日より始まる」 

アジア地域会長：Tung Ming Hsiao(台湾) 主題:「ワイズ運動を尊重しよう」 

東日本区理事：利根川恵子(川越) 主題:「明日に向かって、今日動こう」 

関東東部部長：片山 啓(茨城) 主題:「組合せされ、結び合わされ、造り上げられてゆく」 

東京ひがしクラブ会長：鮎澤正和 主題:「変化と継続！クラブ一丸！ パートⅡ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマイル 

3 月 11,000 円 

※3 月スマイルは東山荘募

金へ協力しました 

 

7～9 月までの累計  

13,440 円 
 

  
 

 

2016-2017 年度役員 

会 長  鮎澤正和 

副会長  須田哲史 

書 記  金丸満雄 

会 計   野本多美子 

担当主事 沖 利柯 

 

３月例会 

出席者       11 名    ﾒﾈｯﾄ   1 名 

会員出席者  9 名       ｹﾞｽﾄ  1 名 

在籍数      11 名    ﾒｰｷｬｯﾌﾟ    名 

（広義会員 2 名）           

ひがし会員出席率 １００ ％ 

 

✞今月の聖句✞ 

『兄弟愛をもって心から互いに愛し合い、尊
敬をもって互いに人を自分よりまさってい
ると思いなさい』 

－ローマ人への手紙第 12 章 9 節－ 

 

 

 

  

      

 

           

 

 

４月例会 

と き 2017 年４月 13 日（木） 

    18:30～20:30 

ところ  東陽町センター多目的室 

受付 野本多美子 

司会 金丸満雄 

 ☆プログラム       

開会点鐘         鮎澤正和会長 

ワイズソング／ワイズの信条  

開会挨拶 

ゲスト紹介 

食前の感謝          

今月の誕生日・結婚記念日 

ゲストスピーチ 

「総主事はどんな人？こんな人！」 

菅谷 淳氏（東京 YMCA 総主事） 

各種報告／スマイル 

閉会点鐘         鮎澤正和会長 
 

 

 

 

 

強調月間 

ＬＴ 

 

第 23回ピースウォーク 

 



神社で小休止。西洲崎橋供養塔を最後に七ヶ所の慰霊

碑を巡り白木蓮が咲き並ぶ汐浜運河を歩きゴール。温

かく穏やかな天候に恵まれ約５キロ２時間のウォーキ

ングを行った。ゴールの東陽町センターではトン汁と

おにぎりの昼食サービスを行い、食事の後に戦災セン

ターから借りた「東京大空襲(NHK 特集)」の DVD を

鑑賞し第 23 回ピースウォークを終了した。 

高齢者の参加が多く、それぞれ特別な想いを持って慰

霊碑を巡り供養された。皆さん最後まで元気にウォー

キングされ今回も無事故で終了出来た。 

 

 

野本多美子 

 東日本大震災から６年が過ぎ、私たちそれぞれの今

までがあったと思っています。今回３月例会担当とい

うことで講師には光永さんにお願いいようと思いまし

た。時間が空いていて東山荘から来て下さるか心配で

したが、いつもの光永さんにお目にかかれました。石

巻・宮古・女川で支援活動が区切りがついたころ、ご

自身の出身地熊本での大きな地震。大分空港に入れず

福岡空港から６時間かかって益城の体育館に着いたと

のこと。何

度となく活

動報告を受

けていまし

たが、今回

はご自身の

生き方に通

じるお話で

した。任務

として活動しているなか東日本では足を、熊本では肘

を負傷されたとのこと、大変なご苦労だったと思いま

す。光永さんは苦労を苦労と思わず「おかれたところ

で咲きなさい」の言葉通りこの６年を過ごしてこられ

たかと思うと頭が下がります。最近の新聞で解体中の

銀座ソニービルに津波到達の赤いライン。０ｍ地帯に

住む私たちは、次は我身かもしれません。今、生かさ

れていることに感謝しなくてはと思います。 

 後日、光永さんからお手紙と東山荘 100 年募金の領

収書が送られてきました。「東京ひがしクラブ例会募

金 21,000 円」の額面が記されていました。スマイル分

の募金でしたが、光永さんにお渡しした講師謝礼もプ

ラスされていました。 

光永さんのお心使いに感謝致します。 

 

ＹＭＣＡコーナー                             
              担当主事 沖 利柯 

▼菅谷 淳総主事就任 

3 月 19 日、リーガロイヤルホテル東京を会場に、約

170 名の出席のもと、東京 YMCA 総主事就退任式が行

われました。古賀博牧師に「明日に架ける橋」と題し

て説教をいただき、続けて誓約、聖書引き継ぎ式が執

り行われました。バングラデシュ、ソウル、台北の各

YMCA からのゲストから祝辞をいただいた他、ジャズ

シンガーの飯田さつき氏がお祝いの演奏を披露下さい

ました。また、第 2 部の茶話会では参加者相互の交わ

りも深められました。 

４月 1 日付で廣田光司総主事に替わり菅谷淳氏が第

14 代東京 YMCA 総主事に就任しました。どうぞ引き

続きよろしくお願いいたします。 

 

▼東雲コミュニティーセンター開設 

2017 年度より「しののめファミリーセンター」は「東

京YMCA東雲コミュニティーセンター」に名称変更し、

これまでのキッズ英語クラス等の事業に加え野外教育

プログラム等も実施し、活動を拡充していくことにな

りました。 

従来より東雲地域で活動を展開しているしののめ

YMCA こども園やグランチャ東雲、保育園、児童館、

学童施設などと連携をとりながら、新たなコミュニテ

ィーの核となるべく活動を展開してまいります。スタ

ッフは山梨雄一が着任いたしました。ひがしクラブの

皆様には、何卒応援、ご協力を賜りたく、よろしくお

願いいたします。 

 

▼第 15 回会員大会 

 「会員の会員による会員のための大会」と銘打った

会員大会が 5 月 27 日（土）13：30～16：４0 に東陽町

センターで開催されます。今回は東京 YMCA の事業や

活動を紹介ブースで報告する形をとりました。当日運

営ボランティアも募集しております。是非ご予定いた

だき、ご家族、お友達を誘って遊びにいらしてくださ

い。お待ちしております。 

 

参加費:2,000 円 

申 込:5 月 15 日（月）までに沖まで 

内 容 

第一部：開会礼拝・挨拶  

第二部：ＹＭＣＡ報告        

第三部：懇親会  

軽食/バンド演奏/オークション 

 

 

 

 ★今月の誕生日 

高野たづ子ﾒﾈｯﾄ(2 日) 

❤今月の結婚記念日 

   沖 利柯・ 明 夫妻(29 日) 

   高野真治・たづ子夫妻(27 日) 

 

 

３月例会報告 


